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そもそもビッグデータとは
　読者の方々は、ビッグデータという言葉をどのように捉えている
でしょうか。
　2013年の流行語大賞候補にノミネートされて以来、テレビや新
聞、Web、広告などのメディアで取り上げられ、IT業界においても
大規模かつ高速な並列データベースの出現やデータを分析するた
めのソフトウェアやサービスが次 と々発表されてきました。
　IT担当者は、企業内のさまざまなデータを活用する目的で製品
やサービスを上手く活用し、効果を出す準備を進めています。その
結果、既にデータ活用を始めている企業もありますが、取り組みが
上手く行かず、目的や方法を再検討している企業も多くあります。
　事実、お客様の声をヒアリングしてみると、「ビッグデータから何
が見えるかわからない」、「これまで取り組んだが、意義が見いだせ
なかった」、「分析出来る人がいない」など、データ活用に取り組
む際の課題や問題を口にするIT担当者も多くなってきているのが実
情です。
　今後、企業はビッグデータに投資を続けるべきなのか、データ
活用の価値をどのように判断していくのかを明確にするためにも、
データ活用の意義を見つけることが必要だと考えます。
　

目に見えない事象の価値とは　
　これまで企業が投資し続けてきた「目に見えるモノの価値」とは
異なり、データ活用は「目に見えない事象の価値」にあたります。
 　流行や嗜好の変化に素早く対応できることが生き残りの条件と
なっている中、データ活用の期待は高まるばかりです。企業のグ
ローバル化や多角化経営などによって、これまで以上にその重要性
が拡大し、世の中の変化に対して、現場の勘や経験に基づいた意
思決定が頻繁に行われる現状が続いています。
　特にシステム運用業務は、人間が判断して、対応する業務範囲

が広く、また業務量も多い職種です。データの活用こそが、お客様
や世の中の動きを深く知り、業務プロセスやデータの流れを深く知
るきっかけになるのではと期待されています。また、ICTを上手く活
用して、データに基づいた適切かつ客観的な判断を下す取り組み
は、生産年齢人口減少の影響でIT担当者が減った場合の対策にも
有効な取り組みになると思われます。
　ユニリタグループは、これまでビッグデータに関する支援として、
運用データの活用を推進してきました。

運用データ活用のポイント
　運用データの活用に向けては、大規模なデータベースや高度な
分析ソフトウェア、分析が出来る専門家（データサイエンティスト）
を揃えるだけではなく、投資価値を生み出すための準備が必要です。
　運用データの活用を成功に導くために、これまでユニリタグルー
プが案件を進めて行く中で見出した３つの成功ポイントをご紹介し
ますので、今後の進め方のご参考にしていただければと考えます。

１．まずは活用データの特性を理解
　これまでの運用データに新しいデータ活用の目的を示し、必要な
情報を得るためには、活用するデータがどのように生成されている
のか、データが生成された業務プロセスがどうなっているか、デー
タ処理プロセスの特性がどのようなものかなどについて、確認する
ための深い業務理解が必要となります。（図1参照）
　システムが細分化された現在、全体の業務を網羅的に把握する
ことがとても困難であるため、新たなシステム構築を検討する際に
業務プロセスやデータ処理プロセスなどを可視化し、データ活用を
目的に標準化などを推進することが必要になります。
　また、業務やデータに関して整理できるIT担当者を育成すること
も今後の重要なデータ活用の成功要因となります。
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図 1：監視運用業務の可視化を進めた場合の例
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　２．次に運用データ活用の勘所
　運用データと言えば、ITサービスマネジメント（以下、ITSM）領
域のデータ活用を想像しますが、より効果のあるデータ活用を目指
すのであれば、ITSM領域のデータだけではなく、対象範囲を拡げ
る取り組みが必要です。まず、運用業務のあらゆる情報（各種ログ、
作業記録、ヒヤリハット、ITSMツール、お客様満足度調査結果、
IT担当者のスキル、実績工数など）を集約してみて、データ特性や
データの相関関係を確認します。そこから、今後必要となる運用
データを見極めることから始める必要があります。
　例えば、障害が発生した際の記録は、インシデント管理ツール
にデータとして記録されるが、障害を知らせるメッセージ検知から
障害解決までの過程で使われる運用担当者の経験や知見、勘所を
示すデータは、実は運用データとして上手く活用していない企業が
多いと感じています。（図2参照）
　まずは、身近な情報からデータを整理し、活用を検討していたけ
ればと思います。

３．小さな成功体験を繰り返す活動
　運用データ活用の取り組みは、成果に繋がるまでに時間がかか
ります。データ活用を推進するには、データ活用の初期段階から関
係者を巻き込むことが必要です。関係者から意見を聞き、データ活
用の観点を複数の視点で議論することで当事者意識を持ってもらう
ことが必要です。データ活用の成果を出すために、大きな成果で
なくとも関係者が理解しやすい形でデータ活用の成果を見せる努力
をすることが重要です。
　運用データの活用は、現場の課題解決から取り組むのはどうでしょ
うか。小さな成果の積み上げが運用現場にデータ活用の経験や勘
所を醸成することになり、今後の大きな成果に繋がるものと考えま
す。

ユニリタグループの支援について
　ユニリタグループは、データの可視化を価値と考えた場合、運用
業務には、人がノウハウや経験を前提に対応している業務が多く
残っており、データ活用により、人手で対応する運用業務の自動化
やナレッジ化、AI化（人工知能）を実現するポイントとして価値を
示すことができると判断しています。

　ビッグデータ活用のひとつとして、運用データの活用にこそ意義
があると考えます。なお、運用データの活用は、課題解決から取り
組み、少しずつ成果を出すことが必要です。
　ユニリタグループでは、ビックデータの活用を推進する上での製
品やサービスを用意しています。詳細は、ユニリタグループの営業
担当者までご相談下さい。

運用データの活用サービス「Mr.CIO」
　ユニリタのアウトソーシングサービス「Mr.CIO」を活用することで、
運用業務中に発生した業務データを自動で記録することが可能で
す。また、記録された運用データを基に、業務マニュアルのドキュ
メント化を行い、業務プロセスの標準化を実現します。さらにユニ
リタの知見を基に業務プロセスの改善を提案することで、お客様が
目指すべきシステム運用像に近づくことができます。
※「Mr.CIO」の詳細についてはP10をご覧ください

自動化、効率化を目的とした業務情報の
分析・活用サービス
　ユニリタは、監視・オペレーション業務のあるべき姿として、業
務で発生したイベント、障害、問い合わせなどの業務情報をモニタ
リングし、自動化、効率化を進めることが大切であると考えていま
す。モニタリングをサポートするサービスとして、お客様の中で日々
蓄積されている業務情報をユニリタで分析・活用を支援するサービ
スを用意しています。
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運　用
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・利用者満足度
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・ナレッジ活用、等

費　用
活用データ
・工数実績
・ITコスト
・サービス利用、等

システム要件
活用データ
・利用者要件
・他社比較情報
・人員スキル
・システム化計画、等

ユーザ企業より、ビーエスピーソリューションズに入社後、
7年間コンサルタントとしてお客様のIT戦略や企画立案を中
心にコンサルティング活動を実施。2015年4月にユニリタに
移り、コンサルティングやアウトソーシンングを中心とし
たビジネスを展開するコンサルタントとして、お客様の課
題や問題の解決を目的とした提案活動を行っています。お
客様の視点に立ち、効果のあるソリューションをご提案し
ています。

営業本部
コンサルタント

宮下　貴行
全能連マスター・マネジメント・コンサルタント

担当者
紹介

図 2：運用を中心とした活用可能なデータ例
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欧米流のBPM
　欧米企業のBPMはトップダウンです。プロセスオーナー制度とい
うものがあり、業務プロセスの可視化、改善、運用評価の責任を
取る人が明確に決められ、この活動を支援するための専門組織
（BPMコンピテンスセンターなどと呼ばれます）がIT部門にあり、

CIOがそのサービスレベルを事業側の役員と握っています。
　この仕組みはERPなどのシステム再構築やグローバル展開に使わ
れるだけでなく、ビジネス側の各事業部が中期計画、年度計画の
中で掲げる事業戦略上の施策、例えば「顧客接点の強化」や「製
品の市場投入リードタイム短縮」などのテーマに対しても、現状の
共通理解や課題の所在の明確化のために、当たり前のように利用さ
れます。BPMはシステム導入プロジェクトの品質や効率を上げる手
法というよりも、恒常的な経営ツールの一つとして根付いています。

日本には向いていない？
　多くの日本企業にはこれが真似できません。「コストがかかり過
ぎるから」というのが本音だと思います。欧米は多人種、多民族、
多言語の世界ですから経営層の方針を現場の末端に落とすために
はプロセスレベルまで、事細かに指示し
てやらないと徹底することができません。
やらざるを得ないという事情があるので、
それにかかるコストが正当化しやすいの
でしょう。BPMツールなんていう物がな
かった時代から、業務プロセスを管理す
るためにコストをかけてきたのです。し
かし、日本ではそこまでしなくても方針を
現場に落とすことは可能です。言われる
前に動ける優秀な個人が現場を引っ張っ
ているからです。日本においては業務プ
ロセスを管理するという事自体が必要の
なかった事、追加コストなのです。
　やらざるを得ないという事情が存在せ
ず、その上、今までにないコストがかか
るという点が、日本の経営層が全社的な
BPMの採用に踏み切れない大きな要因
なのだろうと思います。補足しますが、
日本にもトップダウンで全社的なBPMに

取り組んでいる企業は存在します。
　本稿はそれができない大多数の企業のために書いています。
トップダウンアプローチは定石です。トップダウンができるのなら、
それが最も効率的で効果的であることに間違いはありません。

日本に適したアプローチ
　そもそもBPMとはどういう活動のことを指すのでしょうか。日本
BPM協会が定義しています。BPMとは業務プロセスのPDCAサイク
ルを回して業務の成果を上げること。現場の実態に即した仕事のや
り方を可視化し、自ら設計・適用・評価しながら継続的に改善して
ゆくことです。
　この定義に立ち返ると、実は日本が誇る「職人の世界」にとても
近いことがお分かりかと思います。日々反省を繰り返して技を磨くこ
とについて日本人はある種の美学を感じます。ただ少し違うのは、
その経験を暗黙知のまま伝承するのではなく、形式知として組織に
還元し、全体最適の視点から調整を施すという点です。（図１参照）

日本に浸透しやすいBPMのかたち
ユニリタの新ビジネスコラム　～ビジネスプロセスマネジメント編～

日本ではなぜBPMを始めるのが難しいのか、続けてゆけないのか？

　BPM（ビジネスプロセスマネジメント）という概念が一般的になってから、かれこれ20年以上
経ちます。業務プロセスを企業資産と捉えて継続的に維持管理する事の重要性に異論を唱える
人は稀です。この企業資産の登録、変更、分析、活用に特化した、いわゆるBPMツールも進
化し、十分な機能が提供されるようになりました。IoT活用のためにはBPMが前提条件になると
いった意見も珍しくなくなりつつあります。しかし、欧米に比べて日本ではイマイチ、BPMは流
行りませんね。
　日本には何か根本的に異なる事情があるに違いありません。今回はできるだけ多くの日本企
業がBPMによる利益を享受できるように、あえて従来の定石とは異なるアプローチを提起してみ
たいと思います。

担当者
紹介

新ビジネス本部
BPM部　部長

冨樫 勝彦

欧米で主流の Top down な "BPM"

日本で好まれる Bottom up な "BPM"

この二つを融合させたいんですよね。

BPMで日本を元気にしたい！

と思い立ち 15 年目になります。

図１：組織として成長してゆくためには、形式知と暗黙知の交換サイクルを
　　　継続的に回してゆくことが重要
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化し、十分な機能が提供されるようになりました。IoT活用のためにはBPMが前提条件になると
いった意見も珍しくなくなりつつあります。しかし、欧米に比べて日本ではイマイチ、BPMは流
行りませんね。
日本には何か根本的に異なる事情があるに違いありません。今回はできるだけ多くの日本企
業がBPMによる利益を享受できるように、あえて従来の定石とは異なるアプローチを提起してみ
たいと思います。

担当者
紹介

新ビジネス本部
BPM部　部長

冨樫 勝彦

欧米で主流の Top down な "BPM"

日本で好まれる Bottom up な "BPM"

この二つを融合させたいんですよね。

BPMで日本を元気にしたい！

と思い立ち 15 年目になります。

図１：組織として成長してゆくためには、形式知と暗黙知の交換サイクルを
　　継続的に回してゆくことが重要

より高度な属人的
ノウハウの誕生

属人的
ノウハウの回収

標準プロセスの
改善

業務フロー /業務マニュアル

標準プロセスの
展開

動的な暗黙知

静的な形式知

知識の活用
アイデアの創出

知識の集約
組織の底上げ
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始めからツールはいらない
　話が逸れますが、高級なBPMツール（描いたプロセスがITの実
装に繋がり、ワークフローの自動化やKPIの自動収集まで実現でき
る仕組み）を導入しても、申請・承認プロセスの一部でしか使われ
なかったり、ツールの保守運用コストを回収できないとして、ほど
なく止めてしまうケースに比較すれば、紙や白板に現状の業務プロ
セスを描き、関係者間で課題と対策を議論し、そこで決まったこと
を “施策定義書” としてWordなどでドキュメント化して現場に展開
する。その結果をまた翌月の会議で白板を前にして討論する、と
いった活動の方がよっぽど堅実なBPMだと言えます。
　一部には、ワークフローシステムを実装しやすい業務を見つけ、
BPMツールを活用することがBPMだと誤解されてしまっている事例
があります。ツールは必要ですが、身の丈に応じて使い始め、　
ゆくものだと思います。

回し続けることが第一
　ご提言したいのは、業務改善のPDCAを回し続けることが第一だと
いう事。日本にはその文化があるはずです。ツールなど使わなくと
も、まずはその活動を浸透させることが大切です。回し続けること、
その効率性に考えが及び始めれば、改善の対象としている業務を可
視化して取っておきたい、できれば共通の手法で可視化・共有した
方が良いということに気づきます。部門間で別々の手法を使っていた
ら互いの会話が非効率です。他部署の成功事例や失敗事例から学び
難くなります。
　このような非効率性が顕在化して初めて、そろそろツールが必要、
となってきます。さらに活動の範囲が企業レベルになってくれば、そ
のための組織や制度が必要になってきます。こうして結局は冒頭に
ご紹介した欧米流のBPM事例に近づいてゆくことになります。アプ
ローチが異なるだけですから安心して下さい。向かう先は欧米に既
にたくさんあるBPM成功事例と同じです。あなたが経理部であれば
経理プロセスでPDCAを回しましょう。情報システム部の運用部門で
あればITの運用プロセスから始めて下さい。改善の余地は必ずあり
ます。その活動を全社へ広げようと動いてくれる人がきっと現れま
す。（図2参照）　　

将来への展望
　改善によって生まれる暗黙知を形式知化し、蓄積・共有すれば、
改善サイクルのスピードと効率性が上がるだろう、という事がBPMの
本質です。ナレッジ管理にも近い話かもしれません。先日、囲碁で
人間に勝利したGoogleのAlphaGoは、約3000万におよぶ過去のトッ
プ棋士による囲碁の打ち方（これはまさに
プロセスです）を学び、さらに機械同士を
対戦させて学習を深め、名人を上回るスキ
ルを得たそうです。　この例をすぐに業務
の世界に当てはめるのは単純過ぎるかもし
れませんが、業務領域によってはAIが人の
仕事をリアルタイムにガイドしてくれる日は
それほど遠くないでしょう。
　機械にでもわかるように形式知化しておく
事が、将来さまざまな形で事業の差別化に
つながるのではないかと想像します。

まとめ
　さて、ユニリタは皆様の業務プロセスを形式知化するお手伝いを
しています。業務フロー 1本におけるPDCAの回し方から、企業レベ
ルでのBPMに至るまで、教育、コーチング、コンサルティングをご提
供することができます。「ARIS」というBPMツールを販売もしておりま
すが、これは全社的にやると覚悟を決めた企業、または利用範囲が
徐々に広がってきた企業向け（図2で言えば部門間をまたがるBPM以
降のレベル）です。
　もし、それはまだToo Muchだとお考えになるならば、我々はその
ニーズにこそ応えたいと思っています。どのように着手し、どのよう
に進めるべきか、いっしょに考えさせて頂きます。ご相談をお待ちし
ております。

　
　

ユニリタ　BPM 検   索ユニリタの BPMサービス詳細、BPMホワイトペーパーのダウンロードはコチラ
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【告知】ユニリタBPMコミュニティ (仮称)
発足のお知らせ
BPMで日本を元気に！
日本流の BPMのありかたを考え、実践事例を共有し、真
の効果を生み出そうとする同志を求めます。ユニリタはそ
の声に沿い、サービス改善に取り組んで参ります。まずは
Facebook によるコミュニティー作りから。フォローをお
待ちしております。
https://www.facebook.com/uniritabpm
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図 2：企業としての BPMに向かう
　　    階段を登り始めましょう

STEP1:部門毎の BPM

STEP2:部門間をまたがる BPM

STEP3:事業としての BPM
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企業としての BPM
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製品&サービス
最新トピック 攻めのITにシフトするための新しいアウトソーシングの形

「Mr.CIO（ミスター・シーアイオー）」

　経済産業省より、「攻めの IT活用指針」が発表され、各企業の情報システム部門が「攻めの IT」の実現に向けて、ビジネスモデル
変革を通じた新たな価値の創出やそれを通じた競争力の強化にシフトしつつあります。しかし、依然としてこれまでの業務効率化・
コスト削減が中心となる「守り」を主眼にした業務から脱せられていない企業がまだまだ多いのが現状です。
　今号では、これらの課題を解決するユニリタの新アウトソーシングサービス「Mr.CIO」をご紹介します。
※Mr.CIOは近日提供開始予定となります

経営層が「攻めのIT」に望む要素

Mr.CIO の特徴

Mr.CIO の構成イメージ

他社サービスとの違い

情報システム部門における業務の価値分析

ユニリタのリモートアウトソーシングサービス「Mr.CIO」

　経営層は、情報システム部門が「攻めのIT」を通じて事業に貢献す
ることを望んでいます。
　以下は経営層が「攻めのIT」に望む要素です。

　「攻めのIT」にシフトするには「守り（ノンコア業務）」と言われる
保守・運用業務から、上流工程の「コア業務」に人的リソースを集中
させる必要があります。そのためには、まず現在の業務を棚卸し、攻
めのIT に関連する「内製化するべき業務」と、「内製化する必要のな
い業務（外の力を借りるべき業務）」に分類することが肝要です。

　「内製化する必要のない業務（外の力を借りるべき業務）」を明確
にした後は、その業務を任せられる相手を探す必要があります。その
時にお薦めするのが、ユニリタのリモートアウトソーシングサービ
ス「Mr.CIO」です。
　「Mr.CIO」はモニタリングを全ての情報の入り口と捉え、そこから
アウトソーシング（運用代行）までに必要な工程を現行業務と並行
して進めていきます。

Mr.CIO は以下の特徴に由来しています

Monitoring ：リモート監視
Recording ：作業履歴の記録
Clealy  ：可視化、手順化、標準化
Improvement ：改善
Outsourcing ：運用代行

　

① Global Agent をインストールするだけで、
　 監視対象を自動で収集します
　
② 運用上で発生した作業履歴が自動で記録されます

③ 記録された情報はお客様・ユニリタ間で共有・可視
　 化され、ブラックボックス化を防止します。また、
　 記録を基に手順書を作成し、運用業務プロセスの
　 標準化を図ります

④ 生成された手順書をユニリタが持つ運用ナレッジ
　と照合し、手順および業務プロセスの改善を
　ご提案します

⑤ 標準化された手順を基にユニリタが運用を代行。
　 お客様に変わって運用および障害対応を行い、
　 場合によりお客様へのエスカレーションを行います

・売り上げ、利益貢献
・新たなビジネスの創造

・世の中の動きを読んで先手を打つ
・グローバル化へのスムーズな対応
・企業の変革に対する迅速な対応

お客様の
IT システム

お客様の
IT システム

Mr.CIO

アラート受信
・一次切分け
・エスカレーション
・手順書に
　基づいた操作

メッセージ受信
・一次切分け
・エスカレーション
・手順書に
　基づいた操作

・内部統制　　・情報分析
・ベンダ統制　・自動化
・グローバル /ホールディングス化対応
・ドキュメント化
・標準化 /属人化の排除

攻めの IT に向けた地盤固めを実現

経営課題の
実現 /達成

MSP/ インソーシング /
アウトソーシング
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手順書参照

運用操作
障害対応操作

ユニリタ運用担当

手順書の生成

手順の改善

エスカレーションお客様
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UNIRITAユーザ会

システム管理者の会 次回は記念すべき第10回
「システム管理者感謝の日イベント」の変遷をご紹介

UNIRITAユーザ会は今年で39年目を迎えました

● 詳しくは、「システム管理者の会ポータルサイト」をご覧ください。 システム管理者の会 検   索

イベント開催まであと 2ヶ月と迫ってまいりました。
第 10回のイベントテーマを「デジタル変革（DX）」に決定し、現在着々と準備を進めています。
さて、今回のユニリタマガジンでは、イベント第 10回目ということで過去の変遷をご紹介します。

　UNIRITA ユーザ会は皆さまに支え
られ、今年で 39年目を迎えました。
　1977 年の発足当初はベンダへの
改善要望という色彩が濃いものでし
たが、会員の皆さまにとって、より
有益な会となるため、時代とともに

変化してきました。現在は、人材育成や異業種交流の場
としての研究部会活動だけではなく、マネジメント層の
方々の人脈形成や情報収集のためのさまざまな活動も
実施しています。
　2016 年度も会員の皆さまへ有益な情報交換・人材育
成の場を提供していきます。

　UNIRITA マガジンでは、ユーザ会の活動に興味を持っ
ていただけるような内容をお届けします。
　今月は、2016年の主な活動スケジュールを紹介します。
各活動については、ユーザ会会員企業の方であれば、
1社何名でも・何度でも参加可能ですので、皆さまの積
極的なご参加をお待ちしています。

会場：大手町日経ホール
参 加 無 料

開催まで、
あと2ヵ月！ 

● 詳しくは、「UNIRITAユーザ会ホームページ」をご覧ください。 UNIRITA ユーザ会 検   索

●「システム管理者感謝の日イベント」の変遷
第 1回～第 4回
「トラブル無く稼動して当たり前」といわれる ITシステムを、日々粘り強く対応し支えている多くのシステム管理者
の方々に、感謝し敬意を表すイベントとして参加者の皆さまに楽しんでいただくことに主眼を置き開催しました。

第 5回～第 7回
「システム管理者のための夏期講習」と題して、参加者に学びやキャリアを見つめ直す機会を提供するイベント
に変化していきました。

第 8回～第 9回
会のメッセージである「エンジニア魂」をテーマに掲げて、実際にビジネスを牽引する方を講演者に招いて、
参加者に刺激を与えるイベントを開催しました。

　2ヵ月後にはどのような体験ができるでしょうか。こうしている間にも「デジタル変革」が起こって、生活が変
わっているかもしれませんね。会員の皆様に、刺激を与えるイベントをご提供いたします。

UNIRITA ユーザ会へのご入会方法や今年度の研究メンバ募集についての詳細はUNIRITA ユーザ会ホームページよりご確認いただけます。

会合
研究グループ毎に月1-2回集まって研究を進めます。

合宿
1泊 2日での合宿を実施します。研究を深めるだけで

なく、研究グループメンバ同士の懇親を深めます。

グループリーダ会議・全体会
研究活動の中間チェックを行います。

全体会
2016 年度活動開始

ユーザシンポジウム

1年間の活動の総決算として、定時総会、各研究グループによる研究活動成果の発表や、

ユーザ企業による製品事例発表、マネジメントセッションなどをお届けします。

マネジメント研究会
全国のマネジメント層の方向け

にマネジメントの立場から見た

情報システムにまつわる最新の

話題を幅広く取り上げ、情報交

換を行います。＜東京・名古屋・

大阪・福岡の各地で 1回ずつ計

4回開催＞

IT フォーラム
その時々の旬な話題をテーマに、

参加者同士で意見交換・討議を

行います。＜東日本・中部・西日

本・九州および上海（中国）　　

それぞれの地域で 2-3 回開催＞

＜人材育成・異業種交流の場＞
研究部会活動

＜情報提供・人脈形成の場＞
マネジメント研究会・

ITフォーラム

●シス管 LINEスタンプ 提供開始！
　ながらくお待たせしました。当会の「新キャラクター」を
起用した LINEスタンプが、満を持してLINE STORE に登場
しました。
　会員の皆様からのアイデアをもとにした、IT に携わる方な
らきっと共感いただける「システム管理者あるある」スタン
プです。ぜひ、同僚の方とのやりとりから日常の会話まで、
広くお使いいただけると幸いです。

こいつはだれだ？？
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パートナー様ご紹介

多種多様なシステム、インフラとの情報連携に
ETLツール「Waha! Transformer」を活用

　 JA様の信用事業におけるシステムはメインフレームで全国統一
されていますが、統一システムでは補えない都道府県固有の補完
システムもあります。当初は、都道府県側にもメインフレームを用
いた大掛かりなシステムを保有していましたが、システムのオープ
ン化が進むにつれてWindowsベースなどのシステムへと移行され
てきました。ただし、全国統一のシステムとの情報連携を行うには
コード変換などの問題を解決する必要があり 、そのためのツール
として「Waha! Transformer」を採用しました。これにより、システム
のオープン化が容易に行える様になり、コストの大幅な削減を実
現しました。昨今では、システムのオープン化により、さまざまな
ツールの活用やサブシステムの構築が容易となり、ETL ツールを
利用した効果が確実に現れはじめています。　

　金融事業を営む JA様は、他の金
融機関と同様、社内・社外の金融監
査が実施され、 JA様の監査担当部
門では膨大な取引の金融取引が正
常に行われているかどうかをチェッ
クする必要があります。しかし、全て
の金融取引を確実に精査するには
多くの時間と人手を要し、全ての取
引をチェックするのは容易ではあり
ませんでした。この問題を解決する
ため、当社はCAAT（コンピュータを
用いた監査技法）に着目し、情報分
析ツールやデータ抽出シナリオプ
ログラムなどを組み合わせたシステ
ムを考案しました。予めコンフィグしている情報抽出シナリオプロ
グラムに通し、取引内容をシステム的にチェック、該当情報の抽出
と、その情報を加工や編集が容易なExcelデータへエクスポートす
る仕組みを用意、また、抽出した結果はユーザ（ JA様担当者、責任
者）の元へと定期送信する一連の流れを構築しました。

　このシステムで一番重要なレシピは情報抽出シナリオプログラ
ムです。「どんな取引が不適正なのか」、「どこまでの範囲なら許容
なのか」、「取引として怪しいオペレーションは」などを抽出エンジ
ンとしてプログラム化するところが最大のポイントです。

下図は、 JA様へ導入させて頂きました
当該システムの概要図です（参考）

ユニリタとのパートナーシップによる効果

システム構築事例（JA様向け取引実績精査システム）

当社（クライム）は、JA様の基幹システムに長年携わっており、情報システムやIT環境の変化に合わせて柔軟なシステム
構築を広範囲に支援しています。昨今、システムのオープン化に伴い、システム連携や情報連携へのニーズが高まりを
みせており、当社はETLツール「Waha! Transformer」を活用したシステムを最適解として提案しています。
今回は「Waha! Transformer」を組み込んだ取引実績精査システムの構築事例をご紹介します。

株式会社クライム

【当該信用系取引の情報連携図】

信用取引DB
（全国統一フォーマット）

信用取引DB
（県固有フォーマット）

・情報分析ソフト
・精査用元データ
・監査チェックプログラム
・抽出結果DB

都道府県固有補完システム

全国統一システム

取引実績精査システム

システム内編集

データ連携

編集・加工データ
bbatchbatch

不正、不適正取引？
疑わしい取引？

は個体群のサンプル

規程違反

規程内
（正常値）

事務ミス？容疑あり

重点監査
対象取引

【  精査結果判定識別（参考グラフ）】

システム概要図

取引実績精査支援システム
データ編集（ETL）

・データ連携
・コード変換処理
・データ抽出、編集

データ精査ソフト

・抽出PRG設定
・抽出処理
・処理結果切り出し
・アウトプット処理

アウトプット編集

・抽出結果レイアウト 
  編集処理
・データ送信
  mail 、サイトへUP

データ抽出シナリオ
PRGの作成、設定

ルータ

精査対象情報群

信用系
取引実績

共済系
取引実績

経済系/
管理系

系統Network

mail、受信、印刷、事実調査 Web閲覧・確認、事実調査、他
※Web閲覧機能は現在開発検討中です

User-BUser-A




